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道 路 の 位 置 の 指 定 基 準 

 
この基準は、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）第４２条第１項第５号に定める道路を

築造し、位置の指定を受けようとする場合について必要な事項を定めることを目的とする。 

 

第１ 道路の位置の指定等の取扱基準 

 
１ 申請者等 

（１）申請者 

指定を受けようとする道路（以下「申請道路」という。）の築造に関し、その土地に権利

を有する者、又はその土地に権利を有する者より承諾を受けた者とする。ただし、共同名義

でもよいものとする。 

（２）申請者の代理人及び図面の作成者 

原則として建築士、土地家屋調査士、測量士又は行政書士（以下「代理者」という。）と

する。 

（３）道路管理者 

指定された道路（以下「指定道路」という。）の維持管理を責任をもって行うことができ

る者、かつ、市内に住所を有する者とする。 

（４）申請道路の幅員及び延長 

道路位置指定技術基準により定められた方法により申請図面に申請道路の幅員及び延長の

数値を記入する。なお、単位はメートルとし、小数点以下第２位まで記入する。 

 

２ 申請書類 

次の各号に定める書類とする。 

（１）道路の位置の指定（変更・廃止）申請書 

（２）添付書類 

ア  指定道路の道路管理者届（第１号様式。ただし、変更する場合については第２号様式） 

イ 委任状（申請者に代わり代理人が申請手続を代行する場合）

ウ 承諾書 

（ア）権利別ごとに承諾者の住所、氏名及び承諾年月日を記入し、実印を押すものとす

る。 

（イ）承諾を必要とする権利者等の範囲 

ａ 申請道路部分の土地の所有権者、地上権者、永小作権者、賃借権者、地役権者、

採石権者、質権者、入会権者、抵当権者、使用借権者並びに申請道路部分の土地 

にある建築物の所有権者、質権者、抵当権者、使用借権者、賃借権者及び工作物

の所有権者 

ｂ その他 特定行政庁が必要と認める権利を有する者 
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エ 接続承諾書 

（ア）公園、広場その他これらに類するもの 

建築基準法施行令（昭和２５年政令第３３８号）第１４４条の４第１項第１号ロに

おいて、公園、広場その他これらに類するものに接続する場合 それぞれの管理者の

承諾書 

（イ）道路の接続承諾書 

ａ 申請道路が公道に接続している場合 その道路の管理者の承諾書 

ｂ 私道に接続している場合 その私道部分の所有権者又は道路管理者の承諾書 

（ウ）排水接続承諾書 

申請道路の側溝等が河川等に接続する場合 その管理者若しくは所有権者の承諾書

又はそれに代わるものと特定行政庁が認めるもの 

オ 許可書等 

（ア）申請道路が河川等を横断する場合 その占用許可書及び工作物設置許可書の写し 

（イ）申請道路部分の土地の地目が農地の場合 農地法（昭和２７年法律第２２９号）

第４条又は第５条による許可書の写し又は届出書の受理通知書の写し 

（ウ）申請道路部分の土地が土地区画整理事業施行区域内にある場合 土地区画整理法 

（昭和２９年法律第１１９号）第７６条の許可通知書の写し 

（エ）長崎市風致地区内における建築等の規制に関する条例（平成１５年１２月２６

日条例第４１号）第２条による許可を要する行為に該当するものは、その許可書の

写し 

（オ）申請道路部分の土地が公有地に接している場合は、境界確認図の写し。また、私

有地に接している場合は、境界を確認すること。 

（カ）申請道路部分の土地が宅地造成等工事規制区域内又は特定盛土等規制区域内にあ

り、かつ宅地造成及び特定盛土等規制法（昭和３６年法律第１９１号）第１２条又

は第３０条の許可を要する場合は、その検査済証の写し 

（キ）申請道路を築造する場合に、建築基準法第８８条に定める工作物の確認の対象と

なる場合は、その検査済証の写し 

カ 相続関係を明らかにする必要がある場合 戸籍謄本 

キ 関係権利者全員の印鑑登録証明書（発行の日から３月以内のもの）

ク 申請道路部分の土地登記簿謄本（発行の日から３月以内のもの） 

 

３ 申請図面 

（１）附近見取図 

本市の都市計画図（縮尺１/２５００）を使用し、方位、申請道路の位置、申請道路に接

する宅地の範囲（以下「団地区域」という。）及び附近の目標となるものを明示する。 

（２）字図写し 

代理者等が、申請の日より３月以内に法務局で転写したもので、転写者の記名押印のある

ものとする。なお、申請道路部分の土地が分筆されていない場合は、点線で記入する。 

（３）平面図 
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ア 縮尺は、１／１００、１／２００、１／２５０、１／３００のいずれかとする。 

イ 申請道路部分を明示し、幅員、延長、区間別延長、区間別勾配、すみ切り、転回広場

の寸法、道路側溝の水勾配、道路構造物、杭等の位置を記入する。 

ウ 申請道路部分の土地並びに申請道路に接する土地の地番界、地番、地目及び権利者名

を記入する。なお、地番、地目及び権利者名は一覧表として記入してもよい。 

エ 接続する道路の種別及び幅員を記入する。なお、指定道路の場合は、指定番号及び指

定年月日も記入する。 

オ 団地区域を明示し、敷地割又は既存建物があればその位置を記入する。

カ 使用する記号、線及び色は、凡例で明示する。 

（４）求積図 

ア 縮尺は、１／１００、１／２００、１／２５０、１／３００のいずれかとする。

イ 求積には、道路敷部分も含める。 

ウ 団地区域の求積は、宅地ごとの求積も行う。 

（５）横断面図 

ア 縮尺は、１／５０以上とする。 

イ 道路幅員、道路区域、横断勾配、道路構造、側溝、縁石、ガードレール等を明示する。 

（６）縦断図面 

ア 縮尺は、１／２００以上とする。 

イ 道路のポイント、総延長及び平均勾配を記入する。

ウ 道路区間別に、延長、高低差及び勾配を記入する。 

（７）その他の図面 

その他特定行政庁が必要と認める図面 

 

４ その他の事項 

（１）権利者が未成年の場合は、法定代理人の承諾を必要とする。 

（２）権利者の現住所と土地登記簿謄本の住所が相違している場合は、住民票（抄本）の写し

又は住居表示の実施の証明書を添付する。 

（３）申請後、道路の位置を訂正する場合は、申請者の訂正印を要する。ただし、権利に影響

が及ばない軽微な訂正は、代理者の訂正印でよい。 

（４）都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２９条に抵触するものは指定できない。 
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７ 階 段 状 道 路 

 

申請道路は、階段状でない構造とする。ただし、やむを得ず階段道路とする場合は、次の各

号を満たす構造としなければならない。 

 

（１） 階段状道路は、延長は１００メートル以内とし、他の道路との接続地点から距離２メー

トルは、階段状としてはならない。 

 

（２） 階段及び踊場の幅は、道路の幅員と同一とする。 

 

 

（３） け上げの寸法は１８センチメートル以下、踏面の寸法は２６センチメートル以上とする。 

 

 

（４） 高さ４メートルを超えるものにあっては、高さ４メートル以内ごとに、踏面の寸法 

１．２メートル以上の踊場を設ける。 

 

 

８  申請道路の位置の明確化 

 

（１） 申請道路の位置を明確にするため、起点、交点、屈曲点及び終点には、耐久性のあるコ 

ンクリート製標示杭又は縁石を設置する。 

 

（２） コンクリート造の側溝等があり位置が明確にわかる場合は、表示杭を設けないことがで 

きる。 

 

 

附 則 

 

この基準は、平成３年１月１日から施行する。 

 

 

附 則（令和７年５月１５日決裁） 

 

この基準は、令和７年５月２３日から施行する。 


